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	日本人の二人に一人が、がんになる時代。がんは特殊な病気ではありません。がんと診断されてからの気持ち、不安、願い、。ご本人だけでなく、患者さんを支えておられる家族の方々、ご遺族、医療従事者、市民などお互いの垣根を越えて自由に語り合います。�医療上のコンサルテーションではありませんが、医療では見つからない隙間を埋める「何か」が見つかるかもしれません。お茶・お菓子、持ち込み自由です。�ぜひお誘いあわせの上ご参加ください。�＊午後の診察開始のため、終了時刻は厳守していただきます。�

